
ワクチン休暇
検討してみませんか？

労働者が安心してワクチンを接種できるように、また、
ワクチン接種後に副反応が発生した場合の療養などに活
用できる休暇制度等について整備していますか？

・ 大阪中央労働基準監督署

ワクチン接種のために休みたい。

年休？特別休暇？有給？無給？

時間単位の取得は可能？

副反応が出た場合は休めるの？

ワクチンを接種した翌日は、発熱や倦怠感などが生じやすいと
されています。仕事を休む場合の取り扱いは、企業の就業規則
などによりますが、接種後に副反応が生じた場合に活用できる
休暇制度を新設していただくほか、既存の病気休暇や失効年休
積立制度（失効した年次有給休暇を積み立てて、病気で療養す
る場合等に使えるようにする制度）等を活用できるよう見直し
ていただく等、労働者の希望や意向も踏まえて検討していただ
くことを呼びかけています。
また、接種した翌日は、発熱や倦怠感などが生じやすいことを
念頭に、予定を立てることが大切です。

不安・・・

労働者が安心してワクチンを接種できるように、また、トラブ
ルがないように制度の新設、もしくは制度の見直しを行い、会
社としてのルール作りに努めましょう。



厚生労働省発表
新型コロナウイルスに関するＱ＆Ａ（企業の方向け）

（令和３年７月２８日時点版）より抜粋

問20）自社に勤める労働者が新型コロナワクチンの接種を安心して受け
られるよう、新型コロナワクチンの接種や接種後に発熱などの症状が出
た場合のために、特別の休暇制度を設けたり、既存の病気休暇や失効年
休積立制度を活用したりできるようにするほか、勤務時間中の中抜けを
認め、その時間分終業時刻を後ろ倒しにすることや、ワクチン接種に要
した時間も出勤したものとして取り扱うといった対応を考えています。
どういった点に留意が必要でしょうか。

答20）職場における感染防止対策の観点からも、労働者の方が安心して
新型コロナワクチンの接種を受けられるよう、ワクチンの接種や、接種
後に労働者が体調を崩した場合などに活用できる休暇制度等を設けてい
ただくなどの対応は望ましいものです。
また、①ワクチン接種や、接種後に副反応が発生した場合の療養などの
場面に活用できる休暇制度を新設することや、既存の病気休暇や失効年
休積立制度（失効した年次有給休暇を積み立てて、病気で療養する場合
等に使えるようにする制度）等をこれらの場面にも活用できるよう見直
すこと、②特段のペナルティなく労働者の中抜け（ワクチン接種の時間
につき、労務から離れることを認め、その分終業時刻の繰り下げを行う
ことなど）や出勤みなし（ワクチン接種の時間につき、労務から離れる
ことを認めた上で、その時間は通常どおり労働したものとして取り扱う
こと）を認めることなどは、労働者が任意に利用できるものである限り、
ワクチン接種を受けやすい環境の整備に適うものであり、一般的には、
労働者にとって不利益なものではなく、合理的であると考えられること
から、就業規則の変更を伴う場合であっても、変更後の就業規則を周知
することで効力が発生するものと考えられます（※）。
こうした対応に当たっては、新型コロナワクチンの接種を希望する労働
者にとって活用しやすいものになるよう、労働者の希望や意向も踏まえ
て御検討いただくことが重要です。

※ 常時１０人以上の労働者を使用する事業場の場合、就業規則の変更
手続も必要です。

ワクチン接種に関する休暇や労働時間の取扱い

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00007.html

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00007.html

